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今月の表紙／堤虎太さん 「新・京のルーキー」（P05）で登場!

春です！ 家庭菜園をはじめましょう！
農業法人で若き担い手を雇用

特集

農チャンネル



2017.4 vol.181  　　　　　　　　　02

　
春
で
す！

家
庭
菜
園
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う！

　

春
を
迎
え
、野
菜
作
り
の
始
ま
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
4
月
末
か
ら
植
え
付

け
時
期
と
な
る
ト
マ
ト
と
伏
見
と
う
が
ら
し
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。何
か
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
家
庭
菜
園
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

［トマト］1㎡当たりに堆肥2㎏、BMようり
ん40g、苦土石灰150gをまき、クワを使っ
て深さ30㎝ぐらいまでよく耕す。

［伏見とうがらし］1㎡当たり堆肥3㎏、BM
ようりん50g、苦土石灰100gをまき、クワ
を使って深さ30㎝ぐらいまでよく耕す。

①植え付け2週間前

黒色のポリマルチにカッターナ
イフで十字に切り込みを入れ、
直径10㎝ほどの円形にくりぬく。

［トマト］条間80㎝、株間45～50㎝
ごと

［伏見とうがらし］株間45～50㎝
ごと

③植え付け前日

端を土で仮止めし、たる
まないように黒色のポリ
マルチをかける。固定す
るためにマルチトンボを
1m間隔で打ち込む。
黒色のポリマルチは保
温に効果的。

特集

②植え付け1週間前

畝立て

黒色のポリマルチかけ

化成肥料を適量まいた後、クワで土を起こし、
山になるように寄せていく。

［トマト］幅1.2m、高さ20㎝ほど（2条植え）
［伏見とうがらし］幅90～100㎝、高さ10㎝ほど

（1条植え）

植え付け前の準備

南丹広域営農センター 営農指導員 服部和記より
家庭菜園でのトマトや伏見とうがらし栽培なら、作業も簡単で手間もかか
らないので、農業の経験が無い人や時間が無い人でも気軽に始められます。

準備するもの
・手袋
・クワ
・黒色のポリマルチ
・ジョウロ
・マルチトンボ
・カッター
・堆肥
・苦土石灰
・BMようりん
・化成肥料

プランター栽培 
の場合
・ 深型プランター 
（10号）
・鉢底網
・鉢底石
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畑や庭がなくてもプランターがあれば 
野菜の栽培ができます！

家庭菜園におすすめの野菜

伏
見 

と
う
が
ら
し

ト
マ
ト

1. 定植
苗の根元を指で挟み根鉢を崩さないようにしながら、根鉢の上面
と畝の面が同じ高さになるぐらいに植え付け、たっぷり水やりする。
風などで倒れないように、根鉢の外側から仮支柱を斜めに立てる

（トマトの図1を見る）。

2. 支柱立て・摘芯
植え付け後1か月ほど経ったら、仮
支柱を抜き取り、本支柱を立てる。
花が咲き始める頃になったら、生育
の旺盛な上部の3本の枝を残し、 
それより下の枝は摘み取って3本
仕立てにする（図6）。

3. 追肥
花が咲き始めたら、月に2回
のペースで化成肥料を1㎡
当たり30g程度、黒色のポリ
マルチに穴を開けて施す（ト
マトの図4を見る）。

4. 収穫
開花から約2週間後で、実
の大きさが12～13㎝程度に
なったら収穫する。

1. 定植
苗の根元を指で挟み根鉢を崩さ
ないようにしながら、根鉢の上面と
畝の面が同じ高さになるぐらいに
植え付け、たっぷり水やりする。
風などで倒れないように、根鉢の
外側から仮支柱を斜めに立てる

（図1）。

3. わき芽かき
わき芽は小さいうちに手で
摘み取る（図3）。

5. 収穫
真っ赤に熟したら収穫。過熟
になると割れやすいので注
意する。

2. 支柱立て
苗が伸びてきたら根鉢の
外側に本支柱を立てる。 
2条植えの場合は上部で
交差させて合掌にすると
倒れにくい（図2）。

4. 追肥
1段目の果実がピンポン
球ぐらいになったら、黒色
のポリマルチに穴を開け
て、追肥をする。2回目は3
段目の果実が同様の大き
さになったときに施す（図
4）。

【栽培のポイント】
● 培養土は肥料入りの野菜用培養土をお

勧めします。特にナス科（トマトや伏見とう
がらしなど）の野菜は連作を嫌うので、新
しいものを利用しましょう。

● 培養土は鉢の縁から2、3㎝下のところま
で入れます。

● 栽培中に土が減ってきたら、培養土を追加
してください。

●  コンパニオンプランツを植えることも可能
です。大きくなり過ぎないものを組み合わ
せてみましょう。

　例） ニラ×トマト、ナス、ピーマン、伏見とうが
らしなど→萎

い

凋
ちょう

病
びょう

※1を防ぐ効果 
ネギ×キュウリ、メロン、スイカ 
→蔓

つ る

割
わ れ

病
びょう

※2を抑制する効果
※1  土の中の病原菌が根から侵入し、下葉からしだいに黄化・萎縮し、やがて

株全体の葉が黄化して枯れるウィルス病。
※2  蔓がところどころで日中しおれるようになり、下葉から黄変。やがて株全

体がしおれて枯死する。茎に斑点が生じ、褐色のヤニやカビが生えるこ
ともある。

土のリサイクル法
1  土をふるいにかけて、

古い根や葉を取り除
く。

2  土が湿る程度に水を
混ぜ、ビニール袋に
入れて口を閉じる。

3  太陽熱による消毒殺
菌を2～3週間行う。

図1

図2

図3
図4

図5

図6

プランター栽培の場合
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●
平
成
24
年
に
法
人
化

京
丹
波
町
安
栖
里
で
は
35
年
ほ
ど
前
、

ほ
場
整
備
を
き
っ
か
け
に
農
作
業
協
同

組
合
を
結
成
。
農
業
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
京
み
ず
菜
や
黒

大
豆
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
稲
作
に
つ
い
て
も
、
田
植
え
、

稲
刈
り
、
乾
燥
・
調
製
な
ど
作
業
受
託

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
10
年
ほ

ど
前
か
ら
、
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
問
題
化
し
ま
し
た
。

「
京
み
ず
菜
を
辞
め
る
人
が
増
え
、

組
合
の
作
業
も
限
ら
れ
た
人
数
で
大
変

で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
安
栖
里
の
農

業
が
守
れ
な
い
。
こ
れ
が
法
人
化
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
株

式
会
社
み
と
け
の
谷
口
社
長
は
言
い
ま

す
。そ

し
て
平
成
24
年
６
月
９
日
、
農
業

生
産
法
人
・
株
式
会
社
み
と
け
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

● 

京
み
ず
菜
の
栽
培
や

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

株
式
会
社
で
は
、
株
主
25
人
が
京
み

ず
菜
（
ハ
ウ
ス
12
棟
）
、
黒
大
豆
（
１

ha
）
、
水
稲
（
14 

ha
）
の
栽
培
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
作
業
受
託
な
ど

の
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
前
身
の
組
合
か
ら
引
き
継

い
だ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
色
彩
選
別
機

を
備
え
、
農
家
が
持
ち
込
ん
だ
米
を
乾

燥
・
調
製
し
て
、
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
人
気
が
高
く
、
地

域
外
か
ら
の
作
業
受
託
も
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
同
社
で
は
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
設
備
投
資
を
実
施
。
毎

年
１
台
ず
つ
乾
燥
機
を
増
や
し
現
在
９

台
が
稼
働
。
今
年
度
は
コ
ン
バ
イ
ン
の

購
入
や
農
機
具
倉
庫
の
建
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
谷
口
社
長
は
、「
農
繁
期

と
農
閑
期
と
の
差
が
出
な
い
よ
う
、
年

間
を
通
し
て
の
作
業
確
保
を
考
え
、
収

入
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
」
と
話

し
ま
す
。

● 

農
業
の
魅
力
を
伝
え
る

先
駆
者
を
養
成

株
式
会
社
み
と
け
が
、
法
人
化
を

き
っ
か
け
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
若

者
の
雇
用
で
す
。
設
立
の
翌
年
に
府
立

農
業
大
学
校
か
ら
研
究
生
と
し
て
入
り
、

昨
年
４
月
か
ら
正
社
員
に
な
っ
た
波
多

野
考た
か

彰あ
き

さ
ん
（
24
歳
）
と
、
同
大
学
の

後
輩
で
昨
年
５
月
か
ら
研
究
生
と
し
て

採
用
さ
れ
た
片
山
祥よ
し

規き

さ
ん
（
22
歳
）

が
働
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
京
み
ず
菜
の
栽

培
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
作
業
な
ど
、
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
美
山
町
出
身
で
、
近
く
で
こ
の
よ

う
な
仕
事
に
就
け
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と

勉
強
し
て
、

将
来
は
地
元

に
帰
っ
て
農

業
を
し
た

い
」
と
波
多

野
さ
ん
。
ま

た
、
同
社
に

田
畑
を
預
け

る
地
元
の
片
山
さ
ん
は
「
ま
ず
は
社
員

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
自
宅
の

畑
で
作
っ
た
も
の
を
少
し
で
も
Ｊ
Ａ
に

出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

「
収
入
を
増
や
し
、
生
活
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
一
番
。
２
人
に
は
、
農
業

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
先
駆
者
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
会

社
と
し
て
は
堅
実
経
営
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
谷
口
社
長
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

和
知
支
店
生
産
課
の
中
村
久
己
職
員
は
、

「
農
業
法
人
な
ど
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
人

を
雇
う
こ
と
は
珍
し
い
。
若
い
担
い
手

を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

各地域の営農の取り組みを紹介

農業法人で
若き担い手を雇用

和知支店生産課

京丹波町安
あ

栖
せ

里
り

の農業生産法人・株式会社みとけ（代
表取締役・谷口勝己）では、農家の高齢化が進む中、若
者を雇用し、農業を守ろうとしています。自慢のライスセンターで。左から、波多野さん、谷口社長、片山さん

12棟のハウスで京みず菜を生産している

和
知
支
店
生
産
課

〒
６
２
９
－
１
１
２
１

船
井
郡
京
丹
波
町
本
庄
コ
ブ
ケ
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
７
７
１
－
８
４
－
１
２
４
４
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気温が低い時期はビニールで覆
っています。4月半ばまで収穫す
ることができ、12～2月が収穫の
最盛期です。

ハウスの様子

午前午後趣味の
時間

シュンギク

若
手
が
元
気
を
出
し
て

地
域
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

栽培品目

今
日
の
仕
事

◆
就
農
の
き
っ
か
け

園
部
は
農
業
の
盛
ん
な
地
域

で
す
が
、
私
と
同
世
代
の
就
農

者
が
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
若
手
の
立
場
か
ら
地
域
農

業
を
支
え
て
い
く
た
め
に
自
ら

率
先
し
て
農
業
を
始
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

◆
現
在
の
取
り
組
み

主
に
ハ
ウ
ス
で
の
シ
ュ
ン
ギ

ク
栽
培
の
他
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
育
苗
や
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
月
1
回

ほ
ど
農
業
講
習
会
に
も
参
加
し
、

土
作
り
か
ら
勉
強
中
で
す
。

◆
農
業
の
面
白
さ

作
り
方
に
よ
っ
て
、
野
菜
は

味
も
見
た
目
も
全
く
変
わ
っ
て

く
る
こ
と
で
す
。
特
に
土
に
つ

い
て
は
野
菜
の
性
質
を
左
右
す

る
た
め
、
大
変
奥
深
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に

お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る

野
菜
作
り
を
目
指
し
て
、
自
分

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◆
将
来
の
夢

将
来
は
地
域
農
業
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
品
目
の
栽
培
に
挑

戦
し
経
験
を
積
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
お
米
が
好
き
な
の

で
水
稲
の
栽
培
や
、
魚
粉
を
使

用
し
た
肥
料
作
り
に
も
取
り
組

み
た
い
で
す
。

堤
つつみ

　 虎
こう

太
た

さん（22）
南丹市園部町在住
就農研修中
＜経歴＞
1994年
　亀岡市に生まれる。
2012年
　長尾谷高等学校を卒業する。
2017年
　Uターンした南丹市で新規就農者
となる。

「獣害対策用エアガン」
サルによる農作物被害を防ぐために
取り入れました。弾を直接当てるの
ではなく驚かせて追い払うために使
います。作物やほ場に影響が出ない
よう、微生物によって分解される生
分解性の弾を使用しています。

お気に入りの道具

釣り
趣味の釣りをするために、よく
神戸まで足を運びます。写真は
タチウオを釣り上げたところ。

シイタケの菌打ち
玉切りしたクヌギ1本あたりに40個ほどドリ
ルで穴をあけ、指で押し込むタイプの形成菌
を植え付けていきます。3月初め頃に植菌し
ておくと秋には収穫できます。

シュンギクの袋詰め作業
1袋200gになるよう量り、手際よく詰めて
いきます。1日10ケースぐらいを目安に袋詰
めします。
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除
草
剤
は
使
用
基
準
を
守

り
、
散
布
時
期
は
雑
草
の
葉

齢
な
ど
に
注
意
し
て
適
期
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
除
草
剤
の
効
果

を
高
め
る
た
め
に
は
、
水
管

理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
除

草
剤
散
布
の
際
は
、
水
の
出

入
り
を
止
め
て
約
1
週
間
は

止
水
し
て
水
深
3
〜
5
㎝
ぐ

ら
い
（
ジ
ャ
ン
ボ
剤
で
は
5

〜
6
㎝
）
を
保
ち
田
面
が
露

出
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
除
草
剤
の
種
類
に

よ
り
使
用
方
法
や
使
用
時
期

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
使
用

前
に
は
必
ず
ラ
ベ
ル
を
確
認

し
て
適
正
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

育苗と田植え前後の管理について
健全な「苗づくり」が、おいしく高品質な「米づくり」につながる第一歩です。

育苗期間　稚苗約20日、中苗約30日

除
草
剤
散
布
の
注
意
点

　
田
植
え
直
後
は
、
夜
間
の

低
温
か
ら
守
る
た
め
、「
深
水
」

管
理
と
し
ま
す
。
活
着
後
は

2
〜
3
㎝
の
浅
水
管
理
で
地

温
を
上
昇
さ
せ
初
期
生
育
、

茎
数
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
水
は
夜
間
か
早
朝
に
入
れ
、

昼
間
は
水
の
出
入
り
を
止
め

て
水
温
を
上
げ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
低
温
や
強
風
時
に
は

保
温
の
た
め
に
深
水
管
理
に

し
て
く
だ
さ
い
。

田
植
え
後
の
水
管
理

　
代
か
き
に
つ
い
て
は
、
ほ
場

の
土
質
や
耕
土
の
深
さ
な
ど
に

よ
り
準
備
の
方
法
は
異
な
り
ま

す
が
、
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
土
を
練

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
土
を
練
り
過
ぎ
る
と
、
植

え
付
け
後
、
根
腐
れ
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
な
る
た
め
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

代
か
き
時
の
注
意
点

　
育
苗
器
を
使
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
30
℃
に
な
る
よ
う

に
調
整
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
育
苗
器
内
で
出
芽
が
5
㎜

ぐ
ら
い
に
揃
え
ば
、
ハ
ウ
ス
に

苗
を
並
べ
て
管
理
し
ま
す
。
育

苗
器
内
で
10
㎜
以
上
に
伸
ば

す
と
軟
弱
徒
長
苗
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
並
べ
た
苗
に
か
ん
水
を
行

い
、
持
ち
上
が
っ
た
覆
土
を
落

ち
着
か
せ
ま
す
。

　
出
芽
し
た
苗
が
強
い
直
射

日
光
に
当
た
る
と
葉
が
白
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

遮
光
資
材
で
2
、
3
日
覆
っ
て

緑
化
さ
せ
ま
す
。
昼
温
20
〜

25
℃
、
夜
温
15
℃
に
な
る
よ
う

に
管
理
し
ま
す
。

　
播
種
か
ら
約
2
週
間
ほ
ど

た
て
ば
、
外
気
温
に
近
い
温
度

で
管
理
し
ま
す
。
た
だ
し
極
端

に
夜
温
が
下
が
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
被
覆
資
材
で
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
病
害
虫
の
発
生
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
、
毎
日
苗

の
生
育
を
観
察
し
て
く
だ
さ

い
。

育

　苗

　
田
植
え
を
行
う
時
期
は
、

苗
の
生
育
段
階
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
約
20
日
間
育
苗
し
、

葉
齢
が
2
・
5
葉
ぐ
ら
い
の

も
の
を
稚
苗
と
い
い
ま
す
。

新
し
い
根
が
出
始
め
る
時
期

で
、
こ
の
頃
が
稚
苗
植
え
の

適
期
で
す
。
さ
ら
に
10
日
ほ

ど
た
つ
と
分
け
つ
芽
が
伸
び

始
め
ま
す
。
葉
齢
3
・
5
葉

ぐ
ら
い
に
な
っ
た
頃
が
中
苗

植
え
の
適
期
で
す
。
田
植
え

後
、
数
日
た
っ
て
か
ら
苗
を

引
っ
張
っ
て
み
る
と
引
き
抜

く
の
に
抵
抗
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
植

え
付
け
た
苗
が
新
し
い
根
を

出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
天

気
の
良
い
日
に
田
植
え
を
行

う
こ
と
で
活
着
は
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。

　
植
え
付
け
位
置
が
深
く
な

る
（
深
植
）
ほ
ど
活
着
は
悪

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
埋

没
に
よ
る
呼
吸
不
足
や
、
深

い
所
は
温
度
が
低
い
た
め
で

す
。理
想
は
、「
3
㎝
」で
す
が
、

機
械
作
業
精
度
や
ほ
場
均
平

度
、
浮
き
苗
の
様
子
や
昨
年

度
の
生
育
を
考
慮
し
て
深
さ

を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
1

株
当
た
り
の
植
え
付
け
本
数

は
3
、
4
本
に
し
て
、
太
い

茎
の
が
っ
ち
り
し
た
稲
作
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
作
業
初
め
に
は
、
必
ず
植
え

付
け
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か

ら
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

田
植
え
に
つ
い
て

田植え 播 種

使用する育苗器などを、あらかじめ点検しておきましょう。
育苗ハウスや苗置場も、余裕を持って補修などの準備をしておきましょう。

営農指導員の 「ナス」の

栽培について

 

 
 

野田川支店生産課
井上 義晶  

栽培カレンダー

　ナスは一般には購入苗が良く、初めてナスを作る
畑でも、病気予防のため接木苗を用います。
　根鉢を崩さないようポットから苗を抜きとり、深植
えは根つきが遅くなるので避けます。

　一番花がついている
主枝とその下から出た
側枝を２本残し、３本仕立
てとし、それ以外のわき
芽は付け根から摘み取り
ます。
　台木から出る芽は小さ
いうちにとりましょう。

　収穫する実の下
のわき芽に花芽が
ついたら図のよう
に葉を１～２枚残し
て枝を切ります。
こうすることで、
日当たりや風通し
がよくなり実がた
くさんつきます。

　植え付け1か月後から化成肥料を１㎡当たり３０ｇぐ
らい施用します。
　一度肥料切れを起こすと草勢が回復するまでに時
間がかかるので、１０日から半月に一回を目安に行う
ことをおすすめします。根の先端付近への施用が効
果的なので、根の成長とともに徐々に株元から離し
て施用します。

　アブラムシやハダニがつきやすいので、定期的に
防除を行います。
　病気ではありませんが、夏になるとつやなし果が
増えることがあります。これは「ボケナス」ともいわ
れ、なり疲れと乾燥が原因となります。高温期にはこ
まめに十分なかん水を行ってください。

　秋ナスを楽しむため、更
新せん定をしてみましょう。
７月下旬、暑さで樹勢が弱ま
ると実つきが悪くなります
ので、枝を1/3～1/2程度
切って株をリフレッシュさせ
ると、９月頃から秋ナスが収
穫できます。

定 植定 植 追 肥追 肥

病害虫病害虫

更新せん定更新せん定

仕立て仕立て

整 枝整 枝

主枝

トンネル栽培トンネル栽培トンネル栽培

● 播種　　　● 植え付け　　　■ トンネル被覆　　　▲ 更新せん定　　　■ 収穫

露地栽培露地栽培露地栽培

露地抑制栽培露地抑制栽培露地抑制栽培

更新せん定更新せん定更新せん定

実を収穫し
たら切る

充実した芽の
上で切る。
葉はあった
ほうがよい。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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除
草
剤
は
使
用
基
準
を
守

り
、
散
布
時
期
は
雑
草
の
葉

齢
な
ど
に
注
意
し
て
適
期
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
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。
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水
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出

入
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約
1
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止
水
し
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水
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3
〜
5
㎝
ぐ

ら
い
（
ジ
ャ
ン
ボ
剤
で
は
5

〜
6
㎝
）
を
保
ち
田
面
が
露

出
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
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剤
の
種
類
に

よ
り
使
用
方
法
や
使
用
時
期

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
使
用

前
に
は
必
ず
ラ
ベ
ル
を
確
認

し
て
適
正
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

育苗と田植え前後の管理について
健全な「苗づくり」が、おいしく高品質な「米づくり」につながる第一歩です。

育苗期間　稚苗約20日、中苗約30日

除
草
剤
散
布
の
注
意
点

　
田
植
え
直
後
は
、
夜
間
の

低
温
か
ら
守
る
た
め
、「
深
水
」

管
理
と
し
ま
す
。
活
着
後
は

2
〜
3
㎝
の
浅
水
管
理
で
地

温
を
上
昇
さ
せ
初
期
生
育
、

茎
数
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
水
は
夜
間
か
早
朝
に
入
れ
、

昼
間
は
水
の
出
入
り
を
止
め

て
水
温
を
上
げ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
低
温
や
強
風
時
に
は

保
温
の
た
め
に
深
水
管
理
に

し
て
く
だ
さ
い
。

田
植
え
後
の
水
管
理

　
代
か
き
に
つ
い
て
は
、
ほ
場

の
土
質
や
耕
土
の
深
さ
な
ど
に

よ
り
準
備
の
方
法
は
異
な
り
ま

す
が
、
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
土
を
練

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
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ょ
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練
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過
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と
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後
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や
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合

は
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事
前
に
30
℃
に
な
る
よ
う

に
調
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お
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ま
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ょ
う
。
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内
で
出
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が
5
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ぐ
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に
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ば
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ス
に
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を
並
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管
理
し
ま
す
。
育
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器
内
で
10
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以
上
に
伸
ば

す
と
軟
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徒
長
苗
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
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て
く

だ
さ
い
。

　
並
べ
た
苗
に
か
ん
水
を
行

い
、
持
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上
が
っ
た
覆
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を
落

ち
着
か
せ
ま
す
。

　
出
芽
し
た
苗
が
強
い
直
射

日
光
に
当
た
る
と
葉
が
白
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

遮
光
資
材
で
2
、
3
日
覆
っ
て

緑
化
さ
せ
ま
す
。
昼
温
20
〜

25
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、
夜
温
15
℃
に
な
る
よ
う

に
管
理
し
ま
す
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播
種
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約
2
週
間
ほ
ど
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ば
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気
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に
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温
度

で
管
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ま
す
。
た
だ
し
極
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に
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が
下
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で
あ

れ
ば
、
被
覆
資
材
で
保
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だ
さ
い
。

　
ま
た
、
病
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の
発
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し
や
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で
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の
で
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の
生
育
を
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だ
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田
植
え
を
行
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時
期
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苗
の
生
育
段
階
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
約
20
日
間
育
苗
し
、

葉
齢
が
2
・
5
葉
ぐ
ら
い
の

も
の
を
稚
苗
と
い
い
ま
す
。

新
し
い
根
が
出
始
め
る
時
期

で
、
こ
の
頃
が
稚
苗
植
え
の

適
期
で
す
。
さ
ら
に
10
日
ほ

ど
た
つ
と
分
け
つ
芽
が
伸
び

始
め
ま
す
。
葉
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3
・
5
葉

ぐ
ら
い
に
な
っ
た
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が
中
苗

植
え
の
適
期
で
す
。
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え

後
、
数
日
た
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ら
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を

引
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み
る
と
引
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抜

く
の
に
抵
抗
を
感
じ
る
よ
う

に
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ま
す
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こ
れ
は
、
植

え
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た
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が
新
し
い
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を
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で
す
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天
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の
良
い
日
に
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植
え
を
行
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こ
と
で
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は
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に
な
り
ま
す
。

　
植
え
付
け
位
置
が
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く
な

る
（
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植
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ほ
ど
活
着
は
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く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
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埋

没
に
よ
る
呼
吸
不
足
や
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深

い
所
は
温
度
が
低
い
た
め
で

す
。理
想
は
、「
3
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」で
す
が
、

機
械
作
業
精
度
や
ほ
場
均
平
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、
浮
き
苗
の
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や
昨
年

度
の
生
育
を
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し
て
深
さ

を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
1
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当
た
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の
植
え
付
け
本
数

は
3
、
4
本
に
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て
、
太
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茎
の
が
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し
た
稲
作
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を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
作
業
初
め
に
は
、
必
ず
植
え

付
け
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か

ら
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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植
え
に
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て
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使用する育苗器などを、あらかじめ点検しておきましょう。
育苗ハウスや苗置場も、余裕を持って補修などの準備をしておきましょう。
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　ナスは一般には購入苗が良く、初めてナスを作る
畑でも、病気予防のため接木苗を用います。
　根鉢を崩さないようポットから苗を抜きとり、深植
えは根つきが遅くなるので避けます。

　一番花がついている
主枝とその下から出た
側枝を２本残し、３本仕立
てとし、それ以外のわき
芽は付け根から摘み取り
ます。
　台木から出る芽は小さ
いうちにとりましょう。

　収穫する実の下
のわき芽に花芽が
ついたら図のよう
に葉を１～２枚残し
て枝を切ります。
こうすることで、
日当たりや風通し
がよくなり実がた
くさんつきます。

　植え付け1か月後から化成肥料を１㎡当たり３０ｇぐ
らい施用します。
　一度肥料切れを起こすと草勢が回復するまでに時
間がかかるので、１０日から半月に一回を目安に行う
ことをおすすめします。根の先端付近への施用が効
果的なので、根の成長とともに徐々に株元から離し
て施用します。

　アブラムシやハダニがつきやすいので、定期的に
防除を行います。
　病気ではありませんが、夏になるとつやなし果が
増えることがあります。これは「ボケナス」ともいわ
れ、なり疲れと乾燥が原因となります。高温期にはこ
まめに十分なかん水を行ってください。

　秋ナスを楽しむため、更
新せん定をしてみましょう。
７月下旬、暑さで樹勢が弱ま
ると実つきが悪くなります
ので、枝を1/3～1/2程度
切って株をリフレッシュさせ
ると、９月頃から秋ナスが収
穫できます。
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ハツラツ女性部  活動報告

毎
月
、女
性
部
員
の
皆
様
が
取
り 

組
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
！

女
性
部
の
活
動
は
、J
A
京
都
の
組
合
員
家
庭
の

女
性
な
ら
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
ず
は
女
性
部
に
ご
加
入
を
。

ハ
ツ
ラ
ツ

女
性
部

仲
間
づ
く
り・生
き
が
い
づ
く
り

始
め
ま
せ
ん
か
！
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型染めを体験
手芸サークルは ３月１６日、京都市北区のしょうざんリゾ
ート京都で移動教室を開き、型染めを体験しました。 ２種
類の絵柄から好みの絵柄を選び、型染めを体験。野菊とい
ちごの絵柄の作品が完成しました。日本庭園では、満開の
梅を鑑賞。梅
の香漂う庭園
で春の訪れを
感じました。
庭園の特設会
場では、舞妓
さんによるお
点前で抹茶と
和菓子も味わ
いました。

園部

女性教室が閉講式
女性教室閉講式を ２月２１日、八木支店で開きました。平
成２８年度は皆勤賞が１１人、 １回だけ欠席の精勤賞が１５人で
した。今回は、手芸教室としてビーズネックレスを作りま
した。「コットンパールの三つ編みネックレス」と「ブル
ーのビーズがポイントのネックレス」の ２種類から好みの
ネックレス １点を選び、完成させました。

八木
鯛かまぼこが完成

丹後地区女性部は ２月２２日、「鯛かまぼこ作り体験とイ
チゴ狩り」を淡路島で行いました。部員９２人が参加。鯛か
まぼこ作りでは、包丁ですり身を鯛の型の中へ入れ、表面
をならしました。形が整ってから型から外し、絞り袋を使
って鯛の模様を付けました。蒸して釜に入れ、しばらく冷
ますとオリジ
ナルの鯛かま
ぼこが完成し
ました。

丹後
合同

さばずし講習会開く
さわやか婦人部は ３月１４日、さばずし講習会を京丹波町
中央公民館で開きました。部員２２人が参加。京北のれん会
からプロの料理人・畑段正和氏と河合淳氏を講師に招き、
サバのさばき方やごはんと酢の合わせ方などを教わり、竹
の皮でさばずしを包んで完成させました。

丹波
シイタケの菌打ち

シイタケの菌打ち講習会を ３月 ７日、美山支店で開きま
した。日本きのこセンターから講師を招き、植菌後の原木
管理について説明を受けました。シイタケを多く発生させ
るためには、一年目の夏に直射日光を避け、十分に雨が当
たり、通風が
適度にあり、
排水の良い場
所に置くこと
が重要と学び
ました。説明
後は、一本の
原木に３０から
３５個の種駒を
打ち込みまし
た。

美山
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特養で誕生会祝う
コーラスサークル・ ３Ｂサークルは ２月２２日、船井郡京

丹波町の特別養護老人ホーム瑞穂山彦苑で開かれた誕生会
で歌と体操を披露しました。一緒に「雪」「ふるさと」「シ
ャボン玉」などの懐かしい童謡を歌い、 ３Ｂ体操を踊りま
した。全員で楽しめて、心が少しでも和らぎ、和やかな時
間を過ごしてもらえるようにと年 １回訪問しています。

瑞穂
みそ手作り

みそ作り教室を ２月２７日、農村婦人の家で開きました。
部員１１人が参加。部員の和田敏子さんを含む ４人が講師を
務め、参加者が煮た大豆と、その煮汁と塩を持参し、こう
じと豆をすりつぶす機械を使ってみそを作りました。みそ
は各自持ち帰り、 ９月末から食べることができます。

加悦

腕ぬきと帽子作りに　　　
チャレンジ

京野菜部会女性部との合同手芸教室を ３月１４日、和知支
店で開きました。農繁期に手作りの腕ぬきや帽子を使って
作業しようと同教室を開催。帽子は、家の光の記事を参考
に手拭いを使って完成させました。難しいところもありま
したが、全員完成させ色とりどりの作品が揃いました。

和知
ニワトリの小物入れ完成

手芸教室を ３月１４日、伊根支店で開き、クラフトテープ
でニワトリの小物入れを作りました。部員１３人が参加。峰
山支店女性部の杉本香代子さんを講師に招き、白色と黄色
のクラフトテープをメーンに、ニワトリとヒヨコの小物入
れを作りました。パーツを切り分けるところからはじめ、
思い思いに可愛
らしい表情の小
物入れを完成さ
せました。

伊根

いかなごのくぎ煮作る
あじさい会は ３月１１日、「いかなごのくぎ煮作り」を亀

岡市のガレリアかめおかで開きました。部員の浅田綾子さ
んが講師を務め、この日の朝に獲れた新鮮なイカナゴを使
い、土ショウガ、しょうゆ、みりん、ざらめ、三温糖で炊
き上げました。
浅田さんは
「煮詰まるま
でお箸で混ぜ
ないことがう
まく炊き上げ
るポイント」
とアドバイス
しました。

亀岡
料理講習会で５品学ぶ

料理講習会を ３月 ８日、京丹後市網野町保健センターで
開きました。食生活改善推進協議会から講師を招き、「鶏の
チーズあんかけ」「サトイモのゴマみそ煮」「米粉のリン
ゴケーキ」など ５品の調理法を教わった後、試食を楽しみ
ました。この他、ご飯を炊くときの、米を水につける時間
のポイントや、おいしいご飯の炊き方などを教わりました。

網野
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イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

営
農
部

管
内
福
祉
施
設
へ

京
野
菜
を
現
物
寄
付京野

菜
部
会

Ｊ
Ａ
京
都
京
野
菜
部
会
は
３
月
６
日
、
京
都

府
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
管
内
の
福
祉
施
設
に

京
野
菜
を
現
物
寄
付
す
る
贈
呈
式
を
亀
岡
市
の

Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
部
会
の
地
域
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
平
成
27
年

か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
今

回
も
20
支
部
か
ら
集
め
ら
れ
た

京
野
菜
１
８
０
㎏
を
寄
付
し
ま

し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
岡
田
實
郎
理

事
長
、
樅
木
誠
営
農
部
長
、
松

崎
忠
嗣
京
野
菜
部
会
長
、
上
田

小
百
合
京
野
菜
部
会
女
性
部
長

ら
が
施
設
代
表
者
に
京
み
ず
菜

や
九
条
ね
ぎ
、
聖
護
院
か
ぶ
な

ど
の
京
野
菜
を
入
れ
た
籠
を
手
渡
し
ま
し
た
。

岡
田
理
事
長
は
「
農
家
が
丹
精
し
て
栽
培
し

た
京
野
菜
が
地
元
の
社
会
福
祉
に
役
立
つ
こ
と

が
大
変
喜
ば
し
い
。
各
施
設
で
の
京
野
菜
の
お

い
し
い
食
べ
方
を
Ｊ
Ａ
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ａ
側
か
ら
食
べ
方
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
施
設
の
代
表
者
が
「
お
い
し

い
京
野
菜
を
施
設
の
子
ど
も
達
は
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
お
い
し
い
京
野
菜
を
余
す
こ
と
な
く

活
用
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
京

都
府
共
同
募
金
会
の
和
田
千
惠
常
務
理
事
は

「
京
野
菜
の
有
効
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
活
性
化
の
足
掛
か
り
と
な
る
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
、
Ｊ
Ａ
の

社
会
福
祉
貢
献
活
動
に
対
し
て
期
待
の
言
葉
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
京
野
菜
の
現
物
寄
付
を
受
け
た
館
内

の
各
福
祉
施
設
か
ら
、
Ｊ
Ａ
京
都
に
お
礼
状
が

届
き
ま
し
た
。
南
丹
市
八
木
町
の
あ
け
ぼ
の
学

園
八
木
寮
で
は
、
現
物
寄
付
を
受
け
た
翌
日
の

給
食
で
「
京
野
菜
て
ん
こ
盛
り
鍋
」
の
取
り
組

み
を
行
い
、
施
設
利
用
者
で
お
い
し
く
味
わ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

大
阪
で
京
野
菜
を
Ｐ
Ｒ

京
野
菜
部
会
女
性
部
本
部
役
員

京
野
菜
部
会

女
性
部
は
３
月

９
日
、
管
内
の

京
野
菜
を
年
間

を
通
し
て
取
り

扱
う
大
阪
府
内

の
店
舗
で
、
京

野
菜
の
販
売
促

進
活
動
を
行
い
、

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

部
会
本
部
役

員
12
人
が
阪
神

百
貨
店
梅
田
本

店
、
松
坂
屋
高

槻
店
、
近
鉄
百

貨
店
上
本
町
店
の
３
店
舗
に
分
か
れ
、
京
み
ず

菜
や
九
条
ね
ぎ
な
ど
の
京
野
菜
の
試
食
宣
伝
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
、
消
費
者
と
の
会
話
を
通
じ
て

直
接
的
に
京
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
販
売
促
進
活

動
」
を
部
会
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
管
内
京
野
菜
の
消
費
宣
伝
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
役
員
は
「
京
野
菜
の
お
い
し
さ
や

魅
力
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
る
良
い
機
会
。
産
地
で
の
食
べ
方
や

生
産
現
場
の
努
力
や
工
夫
を
少
し
で
も
伝
え
た

い
」「
今
後
も
継
続
し
て
販
売
促
進
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
京
野
菜
を
さ
ら
に
全
国
に
波
及
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
女
性
の
観
点
か
ら
こ

の
活
動
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
わ
わ
パ
ン
工
房
が

オ
ー
プ
ン
７
周
年

農
畜
産
物
直
売
所
「
た
わ
わ
朝
霧
」
内
に
店

舗
を
構
え
る
「
た
わ
わ
パ
ン
工
房
」
は
２
月
24

日
か
ら
３
日
間
、
オ
ー
プ
ン
７
周
年
記
念
フ
ェ

ア
を
開
き
ま
し
た
。
期
間
中
は
毎
日
、
５
０
０

円
以
上
購
入
し
た
来
店
者
の
う
ち
、
先
着
50
人

に
笑え

味み

ち
ゃ
ん
エ
コ
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
な
ど
し
て
、
多
く
の
来
店
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

た
わ
わ
パ
ン
工
房
は
、
米
の
消
費
拡
大
を
目

的
に
米
粉
パ
ン
の
店
と
し
て
、
平
成
22
年
２
月

13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
で
栽

培
さ
れ
た
米
「
ど
ん
と
こ
い
」
を
自
家
製
粉
し

た
米
粉
と
、
地
場
食
材
を
使
っ
て
焼
き
上
げ
た

米
粉
パ
ン
を
、
常
時
40
種
類
前
後
並
べ
ま
す
。

こ
の
日
は
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
と
連

携
し
た
新
商
品
「
亀
岡
牛
を
味
わ
い
つ
く
す
３

色
パ
ン
」
や
「
丹
波
大
納
言
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
食
パ
ン
」
な
ど
も
店
頭
に
並
び
好
評
で
し
た
。

イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

京野菜を贈る岡田理事長（右から４人目）、松崎部会長
（同２人目）、上田女性部長（右）ら

京野菜がたっぷり入った鍋を味わう施設利用者

開店７周年フェアでにぎわう「たわわパン工房」

京野菜の販促を行う京野菜部会女性部本部役員
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イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

亀
岡
広
域

ハ
ウ
ス
解
体
撤
去

京
野
菜
部
会
亀
岡
支
部

京
野
菜
部
会
亀
岡
支
部
は
２
月
26
日
、
１
月

か
ら
の
降
雪
で
被
災
し
た
部
会
員
を
支
援
す
る

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
部
管
内
で
行

い
ま
し
た
。
支
部
員
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
職
員
ら
府

内
J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
応
援
を
得
て
計
35
人

が
支
援
体
制
を
組
み
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
解
体

撤
去
し
ま
し
た
。

１
月
か
ら
の
降
雪
で
、
支
部
管
内
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
は
、
部
分
損
壊
や
全
壊
な
ど
を
合
わ
せ

て
36
棟
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

そ
の
う
ち
３
棟
を
解
体
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
管
内
で
は
、
広
範
囲
に
わ
た
り
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
を
中
心
に
過
去
に
な
い
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
福
知
山
以
南
で
は
京

み
ず
菜
、
京
壬
生
菜
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
農
業
所

得
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状

況
を
踏
ま

え
、
生
産

基
盤
の
復

旧
へ
部
会

員
や
職
員

ら
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行

い
、
早
期

の
営
農
再

開
を
支
援

し
ま
し
た
。

青
果
合
同
株
式
会
社
（
京
果
）
へ
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
役
員
７
人
が
参
加
。
振
興
会

は
、
管
内
の
京
野
菜
や
花
き
、
丹
波
く
り
、
丹

波
黒
大
豆
な
ど
、
全
て
の
農
林
産
物
の
講
習
会

や
目
合
わ
せ
会
、
視
察
研
修
会
を
統
括
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
視
察
は
、
現
在
出
荷
中
の
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
と
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
情
勢
の
確
認
が
目

的
。京

果
の
猪
阪
久
夫
部
長
は
、
せ
り
場
で
当
地

品
と
他
産
地
品
を
比
べ
な
が
ら
、
説
明
を
行
い

品
質
を
確
認
。
「
京
都
の
丹
波
と
聞
い
て
全
国

で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力

に
勝
る
品
質
と
出
荷
増
へ
、
今
後
も
こ
の
会
が

中
心
と
な
っ
て
研
さ
ん
に
努
め
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
役
員
は
早
速
、
平
成
29
年
産
の
伏
見
と

う
が
ら
し
や
紫
ず
き
ん
の
生
産
計
画
を
確
認
し

合
う
な
ど
、
生
産
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

網
野
支
店

丹
後
管
内
を
視
察

網
野
町
蔬
菜
採
種
部
会

網
野
町
蔬
菜
採
種
部
会
は
２
月
22
日
、
採
種

ほ
場
の
視
察
と
、
ベ
テ
ラ
ン
採
種
農
家
と
の
交

流
会
を
丹
後
地
域
で
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
か

ら
の
要
望
と
、
採
種
栽
培
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

丹
後
地
域
の
採
種
農
家
と
の
交
流
が
目
的
。
岸

本
竹
司
部
会
長
を
は
じ
め
、
部
会
員
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

採
種
ほ
場
の
視
察
で
は
、
同
部
会
が
採
種
し

て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
と
同
じ
品
種
を
栽
培
す
る
、

加
悦
支
店
管
内
の
ほ
場
２
か
所
を
視
察
。
生
育

の
違
い
や
工
夫
し
て
い
る
所
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
採
種
農
家
と
の
交
流
で
は
、
宮
津

府
中
支
店
管
内
の
吉
田
利
生
さ
ん
か
ら
、
常
に

良
い
成
績
を
あ
げ
る
コ
ツ
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
身
近
な
丹
後
地
域
の
採
種
栽
培

で
も
、
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
栽
培

方
法
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
今
回
の

ほ
場
視
察
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
の
採
種
栽
培

期
間
中
も
気
軽
に
ほ
場
を
見
に
行
き
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
、
採
種
を
経
営
の
柱
に
し
て
い

る
部
会
員
も
多
い
。
同
部
会
で
は
、
昨
年
度
１

７
０
０
万
円
余
り
の
販
売
高
を
上
げ
ま
し
た
。

岸
本
部
会
長
は
「
今
後
も
こ
の
研
修
に
よ
り
栽

培
技
術
の
向
上
に
努
め
、
委
託
先
の
タ
キ
イ
種

苗
に
信
頼
さ
れ
る
産
地
を
目
指
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

八
木
支
店

ハ
ウ
ス
視
察

京
野
菜
部
会
八
木
支
部

京
野
菜
部

会
八
木
支
部

み
ず
菜
部
会

は
２
月
24
日
、

視
察
研
修
を

Ｊ
Ａ
京
都
や

ま
し
ろ
宇
治

田
原
町
支
店

管
内
の
ミ
ズ

ナ
生
産
者
の

ハ
ウ
ス
で
開

き
ま
し
た
。

部
会
員
約
20

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

宇
治
田
原
町
管
内
で
は
、
長
年
ミ
ズ
ナ
を
栽

培
し
て
お
り
、
土
壌
分
析
の
結
果
に
応
じ
て
資

材
を
選
択
し
て
土
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目

合
わ
せ
会
を
頻
繁
に
開
く
な
ど
、
良
質
な
ミ
ズ

ナ
生
産
に
精
力
的
で
す
。

参
加
者
は
「
今
回
の
視
察
研
修
を
参
考
に
、

よ
り
品
質
の
高
い
ミ
ズ
ナ
栽
培
に
取
り
組
み
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

丹
波
支
店

市
場
で
視
察
研
修

丹
波
支
店
生
産
振
興
会

丹
波
支
店
生
産
振
興
会
は
２
月
28
日
、
京
都

イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

ホウレンソウの品質を確認する参加者

ミズナのハウスを視察する生産者

パイプハウスの解体・復旧作業
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イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

テ
ー
マ
：

女
性
部
の
楽
し
さ

♥私たちフラダンス仲間

◎中村　私たち、公民館で関沢さんにフラダ
ンスを教えてもらってるでしょ。田舎にも
新しい風が吹いてきて、よかったねって言
ってるんですよ。
◎田村　フラダンス自体お目にかかったこと

が無い人ばっかしの集まりだけど、聞いた
ことのある曲なら口ずさみながら和やかに
練習してるねぇ。
◎関沢　家にある布一枚かスカートを持って

来てもらえれば、後は音楽に合わせて裸足
で踊ってもらうだけ。ゆったりとした動作
だから誰でもできる。
◎中村　敬老会で発表もしましたよね。

◎田村　すごくきれいにお化粧してもらって。
中村さんなんか、誰か分かんないぐらい！
◎中村　まつ毛もマスカラ付けてもらったん

です。もう別人！
◎関沢　嫌だ嫌だ言いながらも、発表すると

なったらみんな一生懸命！

♥女性部で年代を超えた交流を

◎田村　私らと関沢さんとが年代を越えて交
流できるいうのは、家に居たらなかなかな
いですよね。
◎関沢　うん、そうだね。フラダンス仲間が

増えたら、女性部でサークルを立ち上げて
活動していきたいですよね。
◎中村　いいですね！都会から来た若いお嫁

さんとかでも、女性部みたいなのがあれば、
一歩出るきっかけになると思いますしね。
◎田村　女性部ではいっぱい活動をされとる

で、参加すれば仲間作りができて楽しさも
増えるでええと思いますよ。
◎中村　若い人もそうだけど、高齢者の方も

楽しみですもんね。
◎関沢　年代を越えてつながれるいうことは、

女性部の良さでもあるんでしょうね。

in
間人

中
なか

村
むら

 智
ち

世
よ

美
み

さん

田
た

村
むら

 豊
とよ

子
こ

さん 関
せき

沢
ざわ

 真
ま

弓
ゆみ

さん

イベントや教室、農作業の話題など、JA京都管内の出来事をレポートします。

各
支
店

特
殊
詐
欺
防
止
の
職
員
に

警
察
か
ら
感
謝
状

福
知
山
支
店
、
亀
岡
西
部
支
店
、
加
悦
支
店

の
職
員
は
こ
の
ほ
ど
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然

に
防
止
し
た
と
し
て
各
支
店
管
内
の
警
察
署
か

ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

職
員
ら
は
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
各
支

間
人
支
店

生
産
部
会
が

合
同
視
察
研
修
会

間
人
支
店
管
内
の
8
つ
の
生
産
部
会
は
３
月

６
日
、
７
日
の
2
日
間
、
静
岡
県
で
合
同
視
察

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
部
会
が
合
同
で

視
察
研
修
会
を
開
く
の
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

京
野
菜
部
会
間
人
支
部
の
金
羽
廣
明
支
部
長

を
代
表
と
し
、
６
日
に
は
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業

㈱
生
物
科
学
研
究
所
で
「
効
果
的
な
農
薬
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
」
、
７
日
に
は
ジ
ェ
イ
カ
ム

ア
グ
リ
㈱
で
「
肥
効
調
節
型
肥
料
に
つ
い
て
」

学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
お
い
し
い
お
茶
づ
く
り
が
「
静
岡

の
茶
草
場
農
法
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
、
掛
川
市
の
東
山
い
っ
ぷ
く
処
を
視

察
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

店
管
内
の
高
齢
者
か
ら
現
金
を
だ
ま
し
と
ろ
う

と
す
る
特
殊
詐
欺
を
疑
い
、
警
察
に
通
報
す
る

な
ど
的
確
な
対
応
に
よ
り
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
で
は
、
京
都
府
警
察
本
部
か
ら
の

協
力
要
請
を
受
け
て
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
組
合
員
・
利
用
者
の
財
産
を
守
る
た
め
に
、

被
害
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福知山支店

亀岡西部支店

加悦支店
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●組 合 員 数 …………………………………………………5万2,706人 
　……………………………………（正 2万4,786人・准 2万7,920人）
●貯 金 残 高 ………………………………………… 4,285億2,358万円 
●貸出金残高……………………………………………440億2,452万円

●販売品取扱高………………………………………… 84億4,996万円 
　     （うち酪農センター取扱高 ……………………31億3,262万円）
●購買品取扱高…………………………………………… 44億140万円 
　     （うち酪農センター取扱高 ……………………10億9,921万円）

JA京都２月末の事業概況

亀岡川東支店

中
な か

澤
ざ わ

  結
ゆ い

花
か

 ちゃん（3）
春から年少さん♪ お兄ちゃんたちは
小学校へ行くけど、背伸びせずゆっ
くり保育所を楽しんでね！ 皆大スキ
な結花ちゃんの笑顔がイッパイ見ら
れますように♡

岩滝支店

石
い し

倉
く ら

  健
け ん

太
た

朗
ろ う

 くん（４）
いつも元気いっぱいで周りを明るく
してくれます。大好きな乗り物は消
防車です。弟がかわいくて仕方あり
ません。兄弟仲良く、元気に大きく
なってね。

Vol.25

「えがお写真館」は、JAのこども共済にご加入で就学前のお子さんを紹介しています。
お子様の教育資金の準備にJAのこども共済

H25年まで瓦店を経
営する。川と海での
釣りの他、山菜採り
も趣味としコゴミを
JA出荷している。

宮
津
市
日ひ

ヶが

谷た
に

松ま
つ

田だ 

徳の
り

行ゆ
き

さ
ん

［
73
才
］

小
学
生
の
頃
か
ら
自
宅
近
く
を
流

れ
る
川
で
川
遊
び
を
し
て
お
り
︑
自

然
と
釣
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒
釣
り
の
大
会
で
の
受
賞
歴
も
あ

り
ま
す
︒

あ
る
日
︑
体
長
30
㎝
の
大
き
な
ア

マ
ゴ
を
川
で
釣
り
上
げ
た
時
の
こ
と
︒

釣
り
仲
間
に
電
話
で
そ
の
こ
と
を
話

し
た
と
こ
ろ
﹁
め
っ
た
に
釣
れ
る
も

の
で
は
な
い
﹂
と
信
じ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
︒
そ
れ
以
来
︑
大
物
を

釣
り
上
げ
た
際
に
は
︑
証
拠
と
し
て

魚
拓
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
︒

魚
拓
を
と
り
終
え
︑
墨
を
洗
い
流
し

た
魚
を
調
理
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
︒
海
釣
り
へ
は
仲
間
同
士

で
船
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
く
と
の
こ

と
︒
釣
り
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
や
世
代
の
人
と
交
流
が
で
き
る
と

い
い
ま
す
︒
近
所
の
人
に
魚
を
お
す

そ
分
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

コ
ゴ
ミ
や
山
ブ
キ
な
ど
の
山
菜
採

り
も
趣
味
で
︑
川
と
海
︑
山
を
行
き

来
す
る
松
田
さ
ん
︒
趣
味
が
あ
る
か

ら
生
活
に
張
り
が
出
る
と
語
り
ま
す
︒

釣
り
に
行
く
こ
と
で

毎
日
に
張
り
が
生
ま
れ
る
。
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私たちは4月１日、ＪＡ京都の職員として採用されま
した。組合員の皆様に一日も早く一人前の職員とし
て認めていただけるよう最大の努力をしますので、
どうぞよろしくお願いします。

新入職員
23人を紹介します

NEW FACE

布
ぬのひら

平　怜
れいか

花

間人支店
資金共済課資金係

大
おおいし

石　悠
ゆうま

真

亀岡大井支店
資金共済課資金係

前
まえばやし

林　幸
こうすけ

佐

瑞穂支店
資金共済課資金係

一
いちせ

瀬　康
こうへい

平

京北支店
生産課

伴
ばん

　弥
やよいこ

生子

共済部
共済事務課

中
なかにし

西　優
ゆい

依

久美浜支店
資金共済課資金係

森
もりかわ

川　拓
たくま

馬

亀岡中部支店
資金共済課資金係

中
なかしま

島　太
たいち

智

福知山支店
資金共済課資金係

森
もり

　文
あやみ

美

園部支店
資金共済課資金係

坪
つぼい

井　和
かずまさ

祥

営農部
亀岡広域生産課

松
まつもと

本　幸
こうき

樹

久美浜支店
生産課

宮
みやおか

岡　凜
りん

亀岡川東支店
資金共済課資金係

小
おだ

田　啓
けいた

太

亀岡中央支店
資金共済課資金係

片
かたやま

山　唯
ただし

志

園部黒田支店
生産課

狩
かりの

野　友
ゆり

里

宮津支店
資金共済課資金係

河
かわむら

村　麻
まこ

湖

篠支店
資金共済課資金係

森
もり

　将
まさき

基

亀岡西部支店
資金共済課資金係

綿
わたべ

邉　映
えいみ

美

八木支店
資金共済課資金係

内
うちだ

田　康
こうすけ

介

営農部
営農施設課

木
きそ

曽　太
たいが

河

営農部
企画営農課

谷
たにぐち

口　満
みつひろ

洋

丹波支店
資金共済課資金係

久
くぼた

保田和
かずゆき

幸

畜産酪農部
酪農センター

藤
ふじい

井　康
やすひさ

久

共済部
共済事務課
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二重マスの文字をA〜Fの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
  タテのカギ   ヨコのカギ
1 井戸などでくみ上げて使います
4 土を小高く盛り上げたもの
6 人がたくさん住んでいます
7 車に乗って出掛けます
9 孫悟空の乗り物です
11 中国の――に由来することわざは多い
12 まき割りや枝打ちに使う刃物
15 東南アジアの国。首都はクアラルン
プール

18 人を怒らせることを「――に触れる」
ともいいます

20 インドから伝わる心身調整法
21 太陽や星がよく見える天候
22 台所ですることの一つ

1 端午の節句に食べます
2 映画の撮影時にカチンと鳴らします
3 人事――で所属部署が変わった
4 二つで１組のものを数えるときに使う言葉
5 初節句に――飾りとこいのぼりを
用意した

8 野球の走者のこと
10 家を留守にする際は忘れずに
13 袖振り合うも――の縁
14 チョウの仲間。カラス、アオスジといえば
16 ボルトやナットを回す工具
17 すし屋の符丁で茶のこと
19 布地を裁断した物

郵便はがきに答え・住所・氏名・年齢・電話番号、「ぱあとなぁ〜」やＪＡ京都に 
対するご意見などを書いて、4月24日（月）までに〒621‐0806 亀岡市余部町
天神又2番地　ＪＡ京都本店・くらしの活動部あてに送ってください。正解者の
中から10人の方に粗品をプレゼントします。当選者の発表は、「ぱあとなぁ〜」 
5月号誌上でさせていただきます。なお、ホームページ「ご意見・お問い合わせ」欄
からもご応募いただけますので、必要事項をご記入の上、どしどしご応募ください。

本誌にお寄せいただいた個人情報は、誌面作りやプレゼント品の発送に利用させていただきます。
また、お寄せいただいたご意見・ご感想やイラストは「お便り紹介」のコーナーに掲載させていただくことがあります。

●先月の答え
「ランドセル」

●応募総数
184通

（正解者184通）

●当選者
河原林富子さん（京北）
小林　順作さん（福知山東部）
今西　洋希さん（亀岡川東）
𠮷田　茂美さん（保津）
早田　初枝さん（篠）　　

毛呂　政雄さん（岩滝）
梶尾ゆずきさん（野田川）
藤原　洋子さん（大宮）
本間　民子さん（久美浜）
柴田　尚子さん（宮津）

	

（
園
部
黒
田
・
谷
利
千
恵
子
さ
ん
）

●
「
ぱ
あ
と
な
ぁ
～
」
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園
と
農
業

も
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
野

菜
を
作
る
意
欲
も
湧
い
て
き
ま
す
。
友
達
も
、

私
の
作
っ
た
野
菜
は
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

と
言
う
の
で
、
種
類
も
い
ろ
い
ろ
作
り
休
む

間
も
な
く
畑
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
元
気
で
あ
り
が
た
い
と
感
謝
の
毎
日
で

す
。

	

（
亀
岡
中
央
・
山
内
千
代
さ
ん
）

	

（
福
知
山
東
部
・
田
中
裕
美
さ
ん
）

●
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
入
学
し
た
昭
和
22
年
の
下
校
時
。

あ
い
に
く
の
雨
に
遭
い
、
家
に
着
く
と
ボ

ー
ル
紙
で
で
き
て
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、

見
る
も
哀
れ
に
変
形
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
、
物
の
な
い
時
代
の
悲
し
い
思
い
出
で

す
。

	

（
亀
岡
大
井
・
並
河
富
有
野
さ
ん
）

	

（
大
宮
・
ペ
ン
ネ
ー
ム 

ぱ
ん
だ
さ
ん
）

●
年
金
友
の
会
の
３
月
の
総
会
、
４
月
か
ら

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
、
試
合
と
、

多
く
の
人
と
交
流
し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
健
康
の
秘
訣
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

	

（
加
悦
・
石
田
栄
男
さ
ん
）

	

（
宮
津
・
升
田
来
実
さ
ん
）



JA京都では、組合員・利用者の皆様に、より一層の便利・お得を提供するために、「JAカード」を発行しています。
あなたも組合員になってJA京都を利用し、ポイントを貯めませんか？

ポイントを貯める
JA京都の各種サービスをご利用いただくごとにポイント
が加算！
例えば、組合員加入で50 0Pを初回付与！ その他、貯金、 
融資、給与、年金振込、自動振替（公共料金、共済、購買等）、
JAカード利用などでポイントを貯めることができます。

 JAカードには特典&サービスがいっぱい！
初年度
年会費

無 料
次年度以降も
条件（※）該当で
無料

◇JAゴールドカード対象外

海外旅行
傷害保険

最高

2,000万円
自動付帯

◇JAゴールドカードは 
最高5,000万円

携帯電話料金を 
JAカードで新たに 

お支払い

ギフトカード

1,000円
プレゼント

～H30年3月

ETC
カード

年会費・
新規発行
手数料

無料

農畜産物直売所
たわわ朝霧

などの直売所

5%
割引
～H31年3月

JA-SS

2円/ℓ
割引
～H30年3月

※�下記いずれかに
該当した場合

・�年間12万円以
上のショッピン
グ利用
・�携帯電話料金
（au、ドコモ、ソ
フトバンク、ワイ
モバイル）のお
支払い
・�電気料金のお
支払い

組合員になって 
JAカードを利用しませんか？ 

さまざまな特典が 
あるんです！

間人支店�
資金共済課
松本�賀代子

入会サンクス
キャンペーン

最大

1,000P
プレゼント
◇キャンペーン登録必要 

～H30年3月

携帯料金 
お支払いで

最大1年間
ポイント

2倍
◇JAゴールドカード対象外 

～H30年3月

新規会員限定

ポイントを使う
貯まったポイントは、1ポイント
1 円として換算しキャッシュバ
ック、商品券との交換など特典
が受けられます。

●
発
行
日
／
2017

年
4
月
15
日
　
●
発
行
／
京
都
農
業
協
同
組
合

〒
621-0806�京

都
府
亀
岡
市
余
部
町
天
神
又
2　
☎
0771-22-5505

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〉　
http://w

w
w
.jakyoto.com
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JA
京
都
広
報
誌
「
ぱ
あ
と
な
ぁ
〜
」
は
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
再
生
紙
に
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク（
植
物
油
）
で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

JA
京
都
は
「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

レシピの考案●料理家・管理栄養士／吉村雅子先生

JA京都管内でとれる 
旬の野菜を食べよう！ 京みず菜と 

タケノコの和風春巻き

今月のレシピ

京みず菜……………… 3束
油揚げ………………… 3枚
タケノコ……………… 60g
（穂先の方を半分くらい）
エビ（中） …………… 9尾
田楽みそ（市販のもの） 適量
粉山椒………………… 適量

1.  油揚げの両面をこんがりきつね色に焼き、
半分に割って開いておく。

2.  京みず菜は長めのものを約20本選び、 
ゆでておく（後でひもとして使う）。

3.  タケノコは縦に 9 等分に切り、 
塩ゆでにする。エビは殻、尻尾、背わたを
取り除いてから塩ゆでにする。

4.  京みず菜の 1 束分を半分に切って、広げた
油揚げの幅に合わせて手前端に乗せる。 

続いてタケノコ 3 切れをずらしながら乗せ、
次にエビ 3 尾を横に並べて、油揚げを手前
から巻いていく。

5. ②のひも 2 本で 3か所結ぶ。
6.  ④⑤を繰り返して合計 3本作り、 
食べやすい大きさにカットする。

7.  皿に田楽みそを敷き、粉山椒を振りかけ、
その上に⑥を乗せる。

材料（ 3人分） 作り方

季節の
おいしい
レシピ

〈5月の訪問日〉 5月20日の第3土曜日です


